
ア
ク
リ
テ
イ
カ
歌
謡

ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子

橘

孝
司

サ
ラ
セ
ン
人
が
襲
来
し
、
ア
ラ
ビ
ア
人
が
襲
来
す
る
。

ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
を
襲
撃
し
、
愛
し
い
夫
人
を
奪
い
去
る
、

身
籍
り
て
九
ヶ
月
、
子
を
産
も
う
と
す
る
そ
の
時
に
。

獄
舎
の
中
で
愛
児
を
産
み
、
鉄
鎖
の
ま
ま
で
育
て
あ
げ
る
。

母
は
パ
ン
と
乳
を
与
え
、

ア
ミ
l
ル

太
守
の
奥
方
は
パ
ン
と
蜜
を
与
え
る
。

母
は
我
が
子
に
向
か
い
「
我
が
子
、
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
子
よ
」

奥
方
は
そ
の
子
に
向
か
い
「
我
が
子
、
太
守
の
子
よ
。
」

初
め
の
歳
に
剣
を
持
ち
、
二
歳
に
な
れ
ば
槍
を
手
に
、

三
年
過
ぎ
れ
ば
、
は
や
見
事
な
若
武
者
。

な
ん
び
と

外
に
出
れ
ば
そ
の
名
は
高
ま
り
、
何
人
だ
ろ
う
と
恐
れ
な
い
、

た
と
え
ペ
ト
ロ
ス
・
フ
ォ
カ
ス
に
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
、

大
地
と
世
を
震
わ
せ
る
ペ
ト
ロ
ト
ラ
ケ
ロ
ス
，
た
ろ
う
と
も
。

(

一

O
) 訳

[
正
義
の
戦
さ
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
を
も
恐
れ
な
い
。
]

黒

馬

引

き

出

し

と

れ

に

乗

り

、

(

二

且

)

拍
車
く
れ
て
、
平
野
へ
降
り
行
く
。

そ
こ
で
目
に
す
る
の
は
サ
ラ
セ
ン
人
た
ち
、
馬
跳
び
を
競
う
そ
の
姿
。

「
そ
ん
な
腕
試
し
な
ら
女
で
も
跳
ぶ
、

苧
ま
ぬ
者
で
は
な
く
、
身
重
の
者
の
戯
れ
ご
と
。

君
ら
の
馬
が
九
頭
、
我
の
を
加
え
て
十
頭
並
べ
よ
。
(
ニ
O
)

我
を
後
ろ
手
に
縛
り
上
げ
、
重
ね
た
鎖
を
三
重
に
か
け
よ
。

[
我
が
目
を
縫
え
、
重
ね
た
縫
糸
で
三
重
に
。
]

我
が
脇
に
五
十
貫
の
鉛
を
掛
け
よ
。

か

せ

は

両
足
に
は
鉄
の
伽
を
二
重
に
填
め
よ
。

見
る
が
よ
い
、
ロ

l
マ
の
若
武
者
の
跳
ぶ
さ
ま
を
。
」
(
二
五
)

彼
ら
は
後
ろ
手
に
縛
り
上
げ
、
重
ね
た
鎖
を
三
重
に
か
け
る
。

脇
に
は
五
十
貫
の
鉛
を
掛
け
、

両
足
に
は
鉄
の
伽
を
二
重
に
填
め
る
。

そ
う
し
て
お
い
て
、
彼
に
向
か
っ
て
サ
ラ
セ
ン
人
た
ち
は
、

「
愚
か
な
小
わ
っ
ぱ
め
が
、
自
由
に
動
い
て
み
る
が
い
い
。
」

[
少
し
目
を
開
け
る
と
、
縫
糸
は
破
れ
、

手
を
振
る
う
と
、
鎖
は
切
れ
た
。

脇
を
揺
す
る
と
、
鉛
は
落
ち
、

二
度
跳
び
上
が
る
と
、
伽
は
外
れ
た
。
]

-139-

(
五
)

(三

O
)



九
頭
の
黒
馬
を
飛
び
越
え
自
ら
の
馬
に
乗
り
、

拍
車
く
れ
て
、
山
に
駆
け
上
が
る
。

(三五)

母
は
窓
ご
し
に
彼
に
言
っ
た
。

「
息
子
よ
、
父
の
も
と
に
行
く
の
な
ら
、
母
の
言
葉
を
聞
く
が
よ
い
。

全
て
の
天
幕
は
赤
色
、
父
の
天
幕
の
み
黒
い
色
。

三
度
の
誓
い
を
聞
く
ま
で
は
、
馬
か
ら
降
り
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
」

か
く
し
て
母
が
語
っ
た
そ
の
言
葉
の
と
お
り
、
(
四
一
)

全
て
の
天
幕
は
赤
色
、
父
の
天
幕
の
み
黒
い
色
。

天
幕
を
三
度
回
れ
ど
戸
口
が
見
え
ず
、

強
い
一
蹴
り
で
た
ち
ま
ち
中
へ
。

ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
は
彼
を
見
て
、
姿
を
現
し
声
を
か
け
る
。
(
四
五
)

馬
か
ら
降
り
る
よ
う
彼
に
言
い
、
問
い
か
け
る
こ
と
二
度
三
度
、

「
小
僧
、
お
前
は
何
者
か
、

す
え

ど
の
一
族
、
誰
の
斎
、
誰
の
子
か
。
」

コ
二
度
の
誓
い
を
聞
く
ま
で
は
馬
か
ら
降
り
ぬ
。
」

「
我
が
剣
を
携
え
て
な
ら
、
誓
っ
て
や
ろ
う
。
」

「
汝
が
剣
を
携
え
る
な
ら
、
我
も
剣
を
手
に
し
よ
う
。
」

「
我
が
槍
を
携
え
て
な
ら
、
誓
っ
て
や
ろ
う
。
」

「
汝
が
槍
を
携
え
る
な
ら
、
我
も
槍
を
手
に
し
よ
う
。
」

「
腰
に
帯
び
た
る
両
刃
の
剣
に
誓
っ
て
、

(五
O
)

汝
に
手
を
か
け
る
な
ら
、
こ
れ
に
て
我
が
胸
貫
か
ん
。
」

息
子
は
少
し
身
を
屈
め
、
黒
馬
よ
り
降
り
た
。

そ
こ
で
父
は
尋
ね
る
、
相
手
が
何
者
か
、

ど
の
一
族
、
誰
の
育
、
誰
の
子
か
。

息
子
は
答
え
て
事
を
初
め
よ
り
物
語
る
。

「
サ
ラ
セ
ン
人
が
襲
来
し
、
ア
ラ
ビ
ア
人
が
襲
来
す
る
。
.

(五五
六

O
)

度
の
誓
い
を
聞
く
ま
で
は
、
馬
か
ら
降
り
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
」

ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
は
彼
を
見
て
、
涙
に
か
き
く
れ
、

両
手
を
上
げ
て
神
を
讃
え
る
、

「
慈
悲
深
き
神
よ
、
我
は
汝
を
讃
え
ん
、
二
度
三
度
。

我
は
孤
独
な
鷹
な
り
し
が
、
い
ま
や
息
子
の
鷹
を
得
た
。
」

(

一

O
O
)
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註

*
[
]
は
校
訂
者
ア
レ
ク
シ
ウ
が
後
代
の
挿
入
と
考
え
る
箇
所
。

(
一
六
、
三
六
)
写
本
の
「
平
野
へ
降
り
る
」
と
「
山
に
上
る
」
の
位
置
を
ア

レ
ク
シ
ウ
は
逆
に
し
て
い
る
。
な
お
「
平
野
へ
降
り
る
」
は
腕
試
し
の

た
め
に
試
合
場
へ
行
く
際
の
定
型
表
現
。

(
二
一
二
、
二
七
)
原
文
↓
℃

FEミ
告
。
亡
。
一
カ
ン
ダ
ロ
ン
は
約
五
七
キ
ロ
。

(二五)司
ε
E
[
2
「ロ

l
マ
の
」
す
な
わ
ち
「
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
」
。



(
四
三
)
ア
レ
ク
シ
ウ
は
写
本
の
点
的
を
↓
℃

mzと
改
訂
す
る
。
訳
も
そ
れ

に
従
う
。

(六

O
l
九
九
)
一
|
四

O
行
の
繰
り
返
し
。

(

一

O
一
二
)
ア
レ
ク
シ
ウ
は
写
本
の
官
。
内
与
式
℃
E
「
二
羽
の
鷹
」
を
吋
5

?
令
↓
守
F

「
息
子
の
鷹
」
と
改
訂
す
る
。
こ
の
詩
に
は
一
人
の
息
子
し
か

あ
ら
わ
れ
ず
、
そ
の
方
が
話
の
筋
に
は
合
う
。
「
解
説
」
で
述
べ
る
よ

う
に
ポ
ン
ド
ス
や
キ
プ
ロ
ス
の
版
で
は
二
人
の
息
子
が
出
て
く
る
の
で
、

写
本
は
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
ア
レ
ク
シ
ウ
は

推
論
し
て
い
る
。

解
説

ア
ク
リ
テ
ィ
カ
歌
謡

七
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
ピ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
そ
の
東
方
の
サ

ラ
セ
ン
人
と
勢
力
を
争
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
生
じ
た
で
あ
ろ
う
戦
閥
、

一
騎
討
ち
、
略
奪
、
逃
亡
、
家
族
の
別
離
、
再
会
な
ど
の
出
来
事
は
民

衆
の
文
学
作
品
に
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
ピ
ザ
ン
ツ
の
民
衆

文
学
は
す
な
わ
ち
古
典
文
化
の
高
度
な
素
養
が
な
く
て
も
解
す
る
こ
と

の
出
来
る
言
語
作
品
で
あ
り
、
十
二
世
紀
頃
か
ら
特
に
詩
の
形
で
開
花

し
て
い
く
。
そ
の
最
大
の
成
果
は
叙
事
ロ
マ
ン
ス
コ
ア
ィ
ゲ
ニ
ス
・
ア

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ピ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
辺
境
地
に
襲
来

ク
リ
テ
ィ
ス
」

ア
ミ

l
ル

し
た
サ
ラ
セ
ン
人
の
太
守
が
、
略
奪
し
た
将
軍
の
娘
に
恋
を
し
、
キ
リ

ス
ト
教
に
改
宗
し
て
彼
女
と
結
婚
す
る
前
半
と
そ
の
息
子
デ
ィ
ゲ
ニ

ス
・
ア
ク
リ
テ
ィ
ス
(
「
帝
国
辺
境
の
守
備
兵
」
の
意
)
の
夢
想
的
な

官
険
を
描
く
後
半
と
か
ら
な
る
。
「
デ
ィ
ゲ
ニ
ス
・
ア
ク
リ
テ
ィ
ス
」

は
四
八

O
O行
か
ら
一
九

O
O行
ほ
ど
(
版
に
よ
っ
て
長
さ
が
異
な

る
)
の
作
品
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
ビ
ザ
ン
ツ
・
サ
ラ
セ
ン
問
の

争
い
か
ら
素
材
を
得
、
辺
境
の
武
人
英
雄
を
主
人
公
と
す
る
短
い
詩
が

存
在
す
る
。
「
ア
ル
ム
リ
ス
の
歌
」
「
ポ
ル
フ
ィ
リ
ス
」
「
テ
オ
フ
イ

ラ
ク
ト
ス
」
、
そ
れ
に
先
に
訳
し
た
「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
な

ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
「
ア
ク
リ
テ
ィ
カ
歌
謡
」
の
あ
る
も
の
は
ピ
ザ
ン

ツ
後
期
か
ら
ポ
ス
ト
・
ピ
ザ
ン
ツ
期
の
写
本
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
例
え

ば
コ
ア
ィ
ゲ
ニ
ス
・
ア
ク
リ
テ
ィ
ス
」
の
最
も
古
い
版
の
写
本
は
十
四

世
紀
、
「
ア
ル
ム
リ
ス
の
歌
」
は
十
五
世
紀
、
「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の

息
子
」
は
十
七
世
紀
に
属
す
る
。
し
か
し
、
他
の
も
の
は
口
承
に
よ
っ

て
現
代
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
十
九
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
二
十
世

紀
に
か
け
て
収
集
整
理
さ
れ
、
出
版
さ
れ
た
。

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
辺
境
で
の
出
来
事
を
描
い
た
こ
れ
ら
の
作
品
群
は

「
ア
ク
リ
テ
ィ
ス
の
環
〉
吾

F↓
F
R
R
E
E
S」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る

が
、
全
て
が
相
互
に
有
機
的
な
関
連
を
示
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
「
花
嫁
の
略
奪
」
「
築
城
」
「
竜
と
の
格
闘
」
「
主
人

公
の
死
」
と
い
っ
た
類
似
の
テ
l
マ
が
繰
り
返
し
現
れ
る
と
い
う
点
で
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ま
と
ま
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
を
構
成
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
「
デ
ィ
ゲ
ニ

ス
」
と
「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
聞
の
関
連
も
登
場
人
物
が
共
通

し
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
語
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
類
似
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

短
い
ア
ク
リ
テ
ィ
カ
歌
謡
と
叙
事
ロ
マ
ン
ス
コ
ア
ィ
ゲ
ニ
ス
・
ア
ク

リ
テ
ィ
ス
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
十
分
に
解
決
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
以
前
は
短
い
歌
話
が
綴
り
合
わ
さ
れ
て
叙
事
ロ
マ
ン
ス
が
作

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
逆
に
短
い
詩
の
い
く
つ
か
は
叙
事
ロ
マ
ン
ス

か
ら
派
生
し
た
と
想
定
す
る
人
も
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
短
い

歌
話
と
叙
事
ロ
マ
ン
ス
の
一
方
が
他
方
か
ら
派
生
し
た
と
い
う
前
提
に

基
づ
い
て
い
る
。
他
方
、
こ
れ
と
は
異
な
る
発
想
の
ピ

l
ト
ン
の
説
で

は
、
歌
謡
と
叙
事
ロ
マ
ン
ス
と
の
関
連
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
は
な
く
、
類

似
が
見
ら
れ
る
場
合
は
両
者
が
共
通
の
素
材
・
定
型
表
現
を
利
用
し
た

か
ら
に
過
ぎ
な
い
宙
g
S
F
3∞-)。

こ
れ
ら
の
ア
ク
リ
テ
ィ
カ
歌
話
が
実
際
ど
の
よ
う
に
朗
唱
さ
れ
て
い

た
の
か
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
同
時
代
人
の
証
言
と

し
て
は
カ
エ
サ
レ
ア
の
主
教
ア
レ
タ
ス
(
八
五

O
l九
三
二
)
の
注
釈

が
よ
く
引
か
れ
る
。

呪
わ
れ
し
パ
フ
ラ
ゴ
ニ
ア
人
、
栄
光
あ
る
勇
士
た
ち
の
武
勲
の
歌

ε志
向
)
を
作
り
、
オ
ボ
ロ
ス
銭
を
求
め
て
家
々
を
歌
い
歩
く
。

こ
れ
以
外
に
続
テ
オ
フ
ア
ネ
ス
年
代
記
や
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
・
グ
リ
ゴ
ラ

ス
の
歴
史
書
に
断
片
的
な
言
及
が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
を
初
め
ア
ク
リ
テ
ィ
カ
歌
話
の
韻
律

は
「
十
五
音
節
詩
常
否
認
ミ
g
E
E守
的
q

ユ×
o
り
宮
E
E
5
3刊
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
音
節
の
長
短
に
関
係
な
く
、
一
行
が

八
音
節
+
七
音
節
の
計
十
五
音
節
か
ら
成
り
、
基
本
的
に
は
偶
数
音
節

に
ア
ク
セ
ン
ト
が
来
る
イ
ア
ン
ボ
ス
(
弱
強
格
)
で
あ
る
。
特
に
第
四
、

六
、
八
、
十
二
音
節
に
は
ア
ク
セ
ン
ト
が
来
る
こ
と
が
非
常
に
多
く
、

第
十
四
音
節
に
は
必
ず
ア
ク
セ
ン
ト
が
置
か
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
各

行
は
弱
強
弱
で
終
わ
る
。
音
節
を
凶
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
あ
る
音
節
を

外
で
示
す
と
、
一
行
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

同
凶
同
外
凶
u
F

凶
U
F

一
同
凶
凶
U
F

凶
外
凶

例
え
ば
「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
の
一
行
目
で
は
第
二
、
八
、
十
、

十
四
音
節
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
置
か
れ
て
い
る
。

国
内

O
巴
℃
q
m
巴
O
Cて

O
F
N
Q
℃
ロ
奇
}
て
o
h
-
R
O
E
-
u
q
m
己
。
と
て
。
戸
〉
℃
向
型
↓
m
内・

-

M

M

K

H

凶

品

斗

担

唱

-o---一N-
一w-
ふ

-

凶

ピ
ザ
ン
ツ
民
衆
文
学
の
大
部
分
は
こ
の
詩
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
に
異
な
る
作
品
で
も
応
用
し
て
使
え
る
定
型
表
現
が
多
い
。
民
衆

詩
の
定
型
表
現
に
つ
い
て
は
、
ジ
エ
フ
リ
ー
ズ
に
よ
る
詳
細
な
統
計
的

研
究
が
あ
る
色
白
内
p
a
p
-
@司)。
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「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」

全
体
で
一
O
三
行
の
小
品
で
あ
り
、
し
か
も
六
O
|
九
七
行
は
一
ー

四
O
行
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
内
容
は
敵
の
襲
来
、
略
奪
、
主
人
公
の

誕
生
と
成
長
、
腕
試
し
、
父
と
の
再
会
と
い
っ
た
他
の
ア
ク
リ
テ
ィ
カ

歌
話
と
類
似
し
た
テ
l
マ
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
成
っ
て
い
る
。

冒
頭
、
サ
ラ
セ
ン
人
が
襲
来
し
て
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
奥
方
を
略
奪

す
る
。
ヒ
ロ
イ
ン
の
略
奪
は
民
衆
詩
に
よ
く
歌
わ
れ
る
テ
l
マ
で
あ
り
、

ア
ミ
l
ル

デ
ィ
ゲ
ニ
ス
・
ア
ク
リ
テ
ィ
ス
の
母
親
も
太
守
に
よ
っ
て
ロ
マ
ニ
ア
(
ピ

ザ
ン
ツ
帝
国
)
か
ら
略
奪
さ
れ
、
デ
ィ
ゲ
ニ
ス
自
身
も
自
ら
の
伴
侶
と

な
る
べ
き
人
を
(
相
手
の
同
意
の
上
で
だ
が
)
あ
る
将
軍
の
館
か
ら
奪

っ
て
逃
げ
る
。

続
い
て
、
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
が
サ
ラ
セ
ン
太
守
の
牢
獄
で
生

ま
れ
、
太
守
の
奥
方
の
同
情
(
わ
が
子
の
よ
う
に
愛
で
る
!
)
を
受
け

な
が
ら
成
長
し
、
サ
ラ
セ
ン
人
と
腕
試
し
を
す
る
。
英
雄
の
驚
異
的
な

成
長
ぶ
り
は
ア
ク
リ
テ
ィ
カ
民
謡
や
他
の
民
衆
文
学
お
気
に
入
り
の
テ

ー
マ
で
あ
る
。
「
ポ
ル
フ
ィ
リ
ス
」
で
は
主
人
公
が
生
後
一
日
目
に
ビ

ス
ケ
ッ
ト
、
二
日
目
に
パ
ン
を
丸
ご
と
、
五
日
目
に
パ
ン
竃
一
つ
分
を

食
べ
、
三
十
日
目
に
は
外
に
出
て
豪
語
す
る
。
デ
ィ
ゲ
ニ
ス
も
十
二
歳

の
時
に
は
狩
り
に
出
て
、
熊
や
ラ
イ
オ
ン
を
倒
す
。

馬
跳
び
は
コ
ア
ィ
ゲ
ニ
ス
・
ア
ク
リ
テ
ィ
ス
」
の
一
場
面
を
思
い
出

さ
せ
る
。
そ
こ
で
は
敵
が
デ
ィ
ゲ
ニ
ス
の
追
撃
に
出
る
際
、

サ
ラ
セ
ン
人
の
ス
ダ
レ
ス
な
る
者
、
離
れ
た
持
ち
場
か
ら
、

八
つ
の
天
幕
、
十
八
の
矢
来
、
四
十
頭
の
騨
馬
を
跳
び
越
え
て
、

自
分
の
馬
に
跳
び
乗
っ
た
。

(E-〉
y
m向

E
c
-
-
。a
-
=
-
S
∞
'
包
)

類
似
の
ス
ポ
ー
ツ
は
ピ
ザ
ン
ツ
の
軍
隊
生
活
に
実
在
し
た
ら
し
い
。
ヨ

ハ
ネ
ス
・
ス
キ
ユ
リ
ツ
ェ
ス
(
十
一
世
紀
後
半
)
の
年
代
記
は
ヨ
ハ
ネ

(
九
六
九
|
七
六
)
の
特
長
を
叙
述
す
る
箇
所

ス
・
ツ
ィ
ミ
ス
ケ
ス
帝

で
次
の
よ
う
に
語
る
。

四
頭
の
馬
を
一
列
に
並
べ
、
烏
の
よ
う
に
一
方
の
端
か
ら
跳
ん
で

向
こ
う
端
の
馬
に
跳
び
乗
っ
た
。
(
関
与
・
叶
F
Z『

P
司
凶
己
・
=
・
出
勺
)

最
後
に
、
息
子
は
父
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
を
探
し
に
ロ
マ
ニ
ア
へ
出
か

け
、
再
会
を
果
た
す
。
別
れ
た
父
子
の
再
会
は
例
え
ば
「
ア
ル
ム
リ
ス

ア
ミ
l
ル

の
歌
」
で
も
中
心
テ
l
マ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
父
の
方
が
太
守

に
囚
わ
れ
て
お
り
、
息
子
は
サ
ラ
セ
ン
人
と
戦
い
な
が
ら
再
会
を
果
た

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

F

、υ
ηδ 

噌

a
i

「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
の
他
の
版

「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
の
文
体
は
非
常
に
簡
潔
で
飛
躍
的
で

あ
る
が
、
そ
の
分
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
繋
が
り
が
短
絡
的
で
理
解
し
に
く
い

こ
と
が
あ
る
。
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
に
対
す
る
太
守
の
奥
方
の
同

情
、
息
子
の
豪
語
の
中
に
現
れ
る
三
人
の
人
名
な
ど
唐
突
で
あ
る
。
こ

れ
に
比
べ
る
と
「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
の
他
の
版
で
は
、
い
ろ



い
ろ
な
説
明
が
つ
け
加
え
ら
れ
、
理
解
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
例
え

ば
.
キ
プ
ロ
ス
版
で
は
、
母
と
太
守
の
奥
方
の
心
情
が
挿
入
さ
れ
る
。

母
は
息
子
に
パ
ン
と
乳
を
与
え
る
、

は
や
く
大
き
く
な
る
よ
う
に
、
父
も
望
ん
で
い
る
通
り
。

太
守
の
奥
方
は
パ
ン
と
蜜
を
与
え
る
、

は
や
く
大
き
く
な
る
よ
う
に
、
そ
し
て
ム
ス
リ
ム
に
な
る
よ
う
に
。

(
国
内
ロ

Y
Oて
仏
℃

O
内
-
沼
斗
。

u
N
-
。
)

ポ
ン
ド
ス
版
で
は
一
人
称
物
語
に
な
る
。

ト
ル
コ
人
が
都
に
、
ロ
マ
ニ
ア
に
来
襲
し
、

教
会
を
探
閥
し
、
聖
画
に
黄
金
の
十
字
架
、

銀
の
杯
を
奪
い
去
り
、

我
が
母
を
略
奪
し
た
、

身
ご
も
り
し
そ
の
時
に
。

(
〉
千
円
口
町
コ

τ(ロ
〉
申
コ
て
ら
て
戸
市
w
a
N
一
。
ナ
凶
)

ア
ミ
l
ル

ポ
ン
ド
ス
版
で
は
そ
の
後
太
守
ア
リ
l
の
宮
殿
で
主
人
公
が
生
ま
れ
る

が
、
母
は
彼
を
あ
や
し
な
が
ら
噴
き
か
け
る
。

息
子
よ
、
生
き
延
び
る
な
ら
、
ロ
マ
ニ
ア
に
逃
げ
て
行
け
、

そ
こ
に
は
父
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
と
良
き
兄
ク
サ
ン
シ
ノ
ス
が
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
版
で
は
主
人
公
に
兄
弟
ク
サ
ン
シ
ノ
ス

(
H
コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
)
が
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
や
が
て
主
人

公
(
名
前
は
語
ら
れ
ず
、
た
だ
捕
囚
ロ
F

×

τ
e
5
3と
だ
け
呼
ば
れ
る
)

は
夜
間
牢
獄
を
脱
し
、
ロ
マ
ニ
ア
へ
向
か
う
途
中
、
父
と
兄
に
出
会
う
。

父
の
方
は
眠
っ
て
お
り
、
見
張
り
を
し
て
い
る
兄
に
挨
拶
す
る
が
返
礼

が
な
い
の
で
争
い
と
な
る
。
戦
い
の
音
を
聞
い
て
父
が
目
覚
め
、
相
手

の
素
性
を
尋
ね
る
。
捕
囚
は
仲
合
え
て
(
三
度
の
誓
い
は
現
れ
な
い
)
、

詩
の
最
初
の
部
分
が
簡
潔
に
繰
り
返
さ
れ
る
。
父
は
相
手
の
正
体
を
倍

り
、
神
に
祈
る
。

幼
か
っ
た
私
は
年
老
い
た
。
か
つ
て
は
二
羽
の
鷹
が
い
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
老
い
た
今
、
二
羽
の
鷹
を
得
た
。

そ
の
後
も
話
が
続
き
、
ア
リ
l
率
い
る
部
隊
が
現
れ
る
が
、

は
こ
れ
を
打
ち
破
る
。

兄
弟
と
父

「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
と
ア
ク
リ
テ
ィ
カ
歌
謡

「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
は
サ
ラ
セ
ン
人
に
よ
る
将
軍
の
娘
の

略
奪
、
主
人
公
の
驚
異
的
な
成
長
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
共
通
す
る

点
で
コ
ア
ィ
ゲ
ニ
ス
・
ア
ク
リ
テ
ィ
ス
」
と
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
が
、

そ
れ
以
上
に
明
ら
か
な
関
連
が
見
ら
れ
る
の
は
ア
ク
リ
テ
ィ
カ
歌
謡
の

う
ち
の
「
ポ
ル
ア
イ
リ
ス
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
様
々
な
版
が
あ
り
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
異
な
る
の
だ
が
、
同
ハ
吾
E
R
5
3的
(
-
足
。
込
一
也
ム
凶
-
)
所
収
の

ポ
ン
ド
ス
版
で
は
あ
ら
す
じ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

主
人
公
ポ
ル
ア
イ
リ
ス
は
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
同
様
、
驚
異
的

な
成
長
を
遂
げ
、
三
十
日
目
に
は
外
に
出
て
豪
語
す
る
。

俺
は
乙
女
に
恋
を
し
た
、
皇
帝
の
娘
に
・
:

-134-



俺
は
恐
れ
は
せ
ぬ
、
パ
ル
ナ
ス
に
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
、

前
へ
後
ろ
へ
剣
を
切
る
パ
リ
ュ
ト
ラ
ケ
ロ
ス
だ
ろ
う
と
も
。

怒
っ
た
皇
帝
は
彼
を
捕
ら
え
る
べ
く
軍
隊
を
派
遣
す
る
。
彼
ら
は
ポ
ル

フ
ィ
リ
ス
が
眠
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
襲
い
、

彼
を
し
っ
か
と
縛
り
上
げ
、
二
重
の
鉄
鎖
を
掛
け
、

彼
の
自
を
、
九
つ
の
絹
糸
で
縫
い
合
わ
せ
た
。

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
l
プ
ル
へ
連
行
さ
れ
た
ポ
ル
フ
ィ
リ
ス
を
見
て
皇
帝

の
娘
は
慰
め
の
言
葉
を
掛
け
る
。
と
、
ポ
ル
ア
イ
リ
ス
は
奮
起
し
て
、

脚
を
動
か
す
と
、
縄
は
解
か
れ
、

手
を
振
る
う
と
、
鎖
は
破
れ
た
。

鎖
の
破
片
を
振
り
回
し
て
、
何
千
何
万
の
皇
帝
の
部
隊
を
打
ち
倒
す
。

こ
の
よ
う
に
「
ポ
ル
ア
イ
リ
ス
」
で
は
、
三
人
の
勇
者
を
恐
れ
な
い
、

と
い
う
豪
語
や
鎖
を
自
ら
解
き
放
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ

ス
の
息
子
」
よ
り
も
・
有
機
的
に
筋
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ア

レ
ク
シ
ウ
は
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
「
ポ
ル
フ
ィ
リ
ス
」
か
ら
「
ア

ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
に
流
れ
込
ん
だ
も
の
と
考
え
て
い
る
。

史
的
背
景
|
ド
ゥ

l
カ
ス
父
子
と
三
人
の
フ
ォ
カ
ス
|

「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
や
コ
ア
ィ
ゲ
ニ
ス
・
ア
ク
リ
テ
ィ
ス
」

が
十
世
紀
前
後
の
ピ
ザ
ン
ツ
・
サ
ラ
セ
ン
の
対
立
を
背
景
に
し
て
い
る

こ
と
は
作
品
内
容
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
こ
れ
を

特
定
の
歴
史
的
事
件
・
人
物
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
試
み
が
従
来
か

ら
な
さ
れ
て
き
た
。
「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
の
場
合
、
そ
の
鍵

を
与
え
る
の
は
主
人
公
の
父
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
名
と
、
主
人
公
が
自

ら
の
剛
勇
を
豪
語
す
る
中
で
言
及
さ
れ
る
三
人
の
武
人
の
名
で
あ
る
。

古
く
は
こ
の
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
が
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
で
知
ら
れ
る

十
二
世
紀
の
皇
帝
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
・
コ
ム
ネ
ノ
ス
(
一
一
八
三
|
八

五
)
と
同
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
十
世
紀
の
有
名
な
軍
人

親
子
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
・
ド
ゥ

l
カ
ス
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
が
モ

デ
ル
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
学
者
が
多
い
。
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
・
ド
ゥ

l

カ
ス
は
十
世
紀
初
め
キ
リ
キ
ア
で
ア
ラ
ビ
ア
軍
を
打
ち
破
っ
た
有
能
な

将
軍
だ
っ
た
が
反
乱
を
起
こ
し
、
後
に
バ
グ
ダ
ッ
ド
へ
逃
亡
す
る
。
父

は
捕
囚
の
ま
ま
没
す
る
(
九
一

O
年
頃
)
が
、
息
子
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ

ノ
ス
は
サ
ラ
セ
ン
人
の
許
を
逃
れ
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
帰
還
す
る
。
皇

帝
レ
オ
ン
六
世
の
死
後
、
後
継
者
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
(
後
の
七
世
)

に
対
向
し
て
王
位
を
狙
う
が
破
れ
、
そ
の
一
族
と
と
も
に
滅
ぶ
(
九
一

三
年
)
。
こ
の
よ
う
な
ド
ゥ

l
カ
ス
父
子
の
武
勇
は
同
時
代
人
の
問
で

伝
説
化
し
て
い
っ
た
ら
し
い
。
ミ
カ
エ
ル
・
プ
セ
ロ
ス
(
一

O
一
八
|

八
一
頃
)
の
年
代
記
は
、
十
一
世
紀
の
皇
帝
の
家
柄
の
良
さ
に
つ
い
て
、

【
皇
帝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
十
世
ド
ゥ

l
カ
ス
(
一

O
五
九
|
六

七
)
の
】
一
族
は
曾
祖
父
に
至
る
ま
で
栄
え
あ
る
富
裕
な
家
系
で

あ
り
、
歴
史
も
そ
の
よ
う
に
彼
ら
を
讃
え
る
。
か
の
ア
ン
ド
ロ
ニ

q

、υ
ntυ 

唱
E
A



コ
ス
と
息
子
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
・
・
・
の
名
を
今
日
な
お
誰
も
が

口
に
す
る
。

(
E
刃

S
E
E
-℃
-EC)

と
述
べ
て
い
る
。

た
だ
し
「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
は
こ
う
い
っ
た
史
実
に
あ
る

程
度
基
づ
く
に
し
ろ
、
い
く
つ
か
の
変
更
を
受
け
て
い
る
。
ア
ラ
ビ
ア

人
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
は
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
と
そ
の
一
族
で
は
な

く
、
彼
の
妻
と
息
子
の
方
で
あ
る
。
ま
た
、
主
人
公
で
あ
る
息
子
の
名

が
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
他
の
版
で
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
の
名

が
言
及
さ
れ
る
が
、
主
人
公
自
身
で
は
な
く
、
彼
の
兄
弟
の
名
に
な
っ

て
い
る
。

も
う
一
つ
の
史
実
と
の
繋
が
り
は
主
人
公
が
大
言
壮
語
す
る
中
に
出

て
く
る
三
人
の
勇
者
の
名
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
英

雄
が
三
人
ま
と
め
て
歌
話
で
歌
わ
れ
る
例
と
い
う
の
は
数
多
く
あ
り
、

し
か
も
そ
の
際
、
三
人
の
名
前
は
実
に
様
々
な
形
で
現
れ
る
。

p
c
E
E的

ミ
ョ
。
一
法
)
に
よ
れ
ば
、
三
人
の
名
の
最
も
古
い
形
は
「
パ
ル
ダ
ス
・
フ

オ
カ
ス
」
「
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
」
「
大
地
と
世
を
震
わ
せ
る
ト
レ
モ
ト
ラ

ケ
ロ
ス
(
「
震
え
る
首
の
」
)
」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
三
人
は
「
ア

ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
や
「
ポ
ル
フ
ィ
リ
ス
」
の
よ
う
に
主
人
公
が

恐
れ
な
い
相
手
と
し
て
引
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
他
の
歌
話
で
は
、

人
食
い
蟹
に
食
べ
ら
れ
た
勇
士
の
名
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
あ
る
乙
女

を
見
初
め
た
主
人
公
が
派
遣
す
る
仲
人
の
名
と
し
て
も
現
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
こ
の
中
で
は
「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
「
ポ
ル
ア
イ
リ
ス
」

で
の
使
わ
れ
方
が
英
雄
の
名
に
は
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
で
あ
る
。

グ
レ
ゴ
ワ

l
ル
(
。
広
田
0
5
3お
一
泡
凶
凶
)
は
こ
の
三
人
を
皇
帝
ニ
ケ

フ
ォ
ロ
ス
二
世
フ
ォ
カ
ス
(
九
六
三
|
六
九
)
の
甥
パ
ル
ダ
ス
・
フ
オ

カ
ス
、
そ
の
兄
弟
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
、
パ
ル
ダ
ス
の
息
子
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス

(
ア
ラ
ビ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
史
料
で
は
「
震
え
る
首
の
」
で
は
な
く
「
曲

が
っ
た
首
の
」
と
呼
ば
れ
る
)
と
同
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ア
レ
ク
シ

ウ

2
K虫
2
3
3
L
aふ
)
は
皇
帝
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
二
世
の
父
パ
ル
ダ

ス
と
皇
帝
自
身
で
あ
る
と
考
え
る
(
三
人
目
の
名
前
に
つ
い
て
は
判
断

を
保
留
)
。
こ
う
い
っ
た
史
実
と
の
同
定
は
、
作
品
の
鑑
賞
に
必
ず
し

も
必
要
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
、
作
品
の
成
立
に
つ
い
て
は
何

ら
か
の
鍵
を
与
え
て
く
れ
る
。
か
く
し
て
ア
レ
ク
シ
ウ
は
こ
れ
ら
の
歴

史
的
言
及
に
基
づ
き
、
「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
の
成
立
を
次
の

よ
う
に
推
測
す
る
。
成
立
は
お
そ
ら
く
十
世
紀
の
初
め
(
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ノ
ス
・
ド
ゥ

l
カ
ス
の
反
乱
と
そ
の
死
以
前
)
、
カ
ツ
パ
ド
キ
ア

に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
こ
よ
り
ポ
ン
ド
ス
や
他
の
小
ア
ジ
ア

地
方
に
伝
わ
り
、
さ
ら
に
キ
プ
ロ
ス
や
他
の
エ
ー
ゲ
海
の
島
々
に
広
が

っ
た
(
こ
れ
ら
の
地
方
に
は
「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
の
様
々
な

版
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
)
。
さ
ら
に
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
二
番
目

の
兄
弟
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
と
そ
の
死
、
兄
弟
の
和
解
、
都
の
陥
落
、
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ト
ル
コ
人
、
と
い
っ
た
新
し
い
要
素
が
加
わ
え
ら
れ
て
い
き
、
諸
版
の

間
で
多
様
性
を
示
す
に
至
っ
た
。

出
版
史
と
テ
キ
ス
ト

「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
」
は
一
八
五
九
年
、
「
再
会
」
出

口
て
ミ
三
宮
q
F
的
の
タ
イ
ト
ル
で
、
M
U
2
1白
εて
N
ロ
E
P
F
S
に
よ
り
公
刊

さ
れ
た
。
ザ
ベ
リ
オ
ス
に
よ
れ
ば
三
邑
-
E
『
空
5
2
号
p
a
一
切
が
所
有

し
て
い
た
写
本
を
写
し
た
も
の
と
い
う
が
、
校
訂
者
の
恋
意
的
な
修
正

や
追
加
を
含
ん
で
い
る
J

そ
の
後
豆
g
a
2
5
E
-
富
田
同
∞
E
E
m
F

5
5
m
Z
を
お
=
巾
『
等
が
出
版
し
た
も
の
も
こ
の
ザ
ベ
リ
オ
ス
刊
本
だ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
一
八
七

O
年
及
び
一
八
七
四
年
、
高
名
な
現
代
ギ

リ
シ
ャ
文
献
学
者
開
豆
一
切
『
伺
『
自
己
は
ブ
リ
ユ
ネ
の
写
本
を
忠
実
に
公

刊
し
た
(
穴
吾
E
三
Z
P
右
目
ゃ
。
『
R
0
5
・
3
お
も
ル
グ
ラ
ン
の
こ
の

刊
本
か
ら
再
録
)
。
ル
グ
ラ
ン
は
そ
の
序
論
の
中
で
ブ
リ
ユ
ネ
の
テ
キ

ス
ト
は
彼
の
教
授
の
g
E
a
'
∞g
c
r
z
g
刊
が
現
代
東
洋
語
学
校
の
授

業
で
伝
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
2
8
0
自
身
は
こ

の
テ
キ
ス
ト
を
ど
こ
か
ら
得
た
の
か
示
し
て
い
な
い
)
。
そ
の
後
ル
グ

ラ
ン
は
文
献
学
者
r
g
l
E
E
5
去
さ
=
0
2
2
が
一
七
八

0
年
代
に
エ

ー
ゲ
海
で
収
集
し
た
民
謡
の
中
に
(
キ
プ
ロ
ス
方
言
の
要
素
を
含
む
)

別
の
版
を
発
見
し
た
(
一
九

O
四
年
死
後
出
版
)
。
同
じ
年
、
ギ
リ
シ

ャ
人
文
献
学
者
Z
5
円
照
号
も
別
の
写
本
(
一
八
l
一
九
世
紀
の
も

タ
イ
ト
ル
は
「
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
の
息
子
叶
。
〉
で
宰
0
2
5
・

3
5
0
」
)
を
モ
ネ
ン
ヴ
ア
シ
ア
で
発
見
、
出
版
し
た
。

の
で
、翻

訳
に
は
〉
y
m空
2
2
3
C
H
E
∞
ム
苫
)
を
使
用
し
た
。
ア
レ
ク
シ
ウ

の
テ
キ
ス
ト
は
ル
グ
ラ
ン
の
一
八
七
四
年
の
刊
本
に
基
づ
い
て
い
る
。

な
お
、

ω白
門
F
g
h
w
問
、
品
開
『
自
己
一
(
】
∞
斗
川
一
一
品
?
∞
)
ゃ
。
『
品
問
0
5
(
苫
凶
凶
一
凶
凶
勺
)
の

仏
訳
も
参
考
に
し
た
。
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